環境セミナーにおける杉並区民の環境意識 by 竹内 淨
67 
環境セミナーにおける杉並区民の環境意識 
 
Environmental awareness of inhabitants of Suginami 
ward in environmental seminar 
 
竹 内   淨 
Jo Takeuchi 
 
1. はじめに 
杉並区環境基本計画 1)では、行政としての環境保全に関する今後の目標を掲げると
ともに、区民、区内の事業者、行政（杉並区）の役割を示している。それぞれの主体
がこれらの自らの役割を認識し、行動を起こし、評価することが期待されている。区
民による積極的な環境配慮行動を実現するためには、行政が作成した環境基本計画を
十分に周知し、環境に関する情報を提供することが必要である。そこで、杉並区では、
区民が環境基本計画をはじめとした環境施策を認知しているのかどうか、また、区民
として行うことが可能な行動とはどのようなものかをテーマとして、平成 27 年 11 月
に環境セミナーが開催された（筆者も本セミナーの実施に協力した）。この環境セミ
ナーにおいて、参加者に対して匿名のアンケートを併せて行ったため、ここでは、そ
のアンケート結果から、参加した区民の環境意識及び環境に関するイベントのあり方
について考察を行った。 
 
2. 環境セミナー実施内容 
環境活動推進センターの主催により、「杉並のごみ、みどり、エネルギーを
考える」と題した環境セミナーを行った（環境活動推進センターの運営は、杉
並区が NPO 法人すぎなみ環境ネットワークに委託している）。本セミナーの参
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加募集は、平成 27 年 10 月 21 日発行の「広報すぎなみ」2)で行い、定員 30 名
として電話による申し込み順に受け付けた。場所は、環境活動推進センタ （ー杉
並区高井戸東 3 丁目 7 番 4 号）であり、開催日時は、平成 27 年 11 月 14 日（土）
午後 2 時から午後 4 時 30 分である。 
本セミナーの目的は、区民の環境学習の一環として、杉並区環境基本計画を
周知し、区民として何ができるかを考える機会を提供することである。セミナー
の実施内容は、ごみ・資源（循環型社会）、みどり（自然環境）、エネルギー（地
球温暖化防止）に関する杉並区環境基本計画に基づいた区職員による説明、上
記 3 テーマ毎にグループに分かれた参加者による意見交換及び発表、参加者に
対するアンケート、並びに、有識者によるコメントである。グループワークの
際には、参加者全員が意見を述べられるように、杉並区環境清掃審議会の委員
がファシリテーターとして参加した。有識者によるコメントは、同審議会会長
（柳下正治上智大学客員教授）が行った。なお、筆者は同審議会委員であり、
全体のファシリテーターとして参加した。アンケートは、一連のセミナーの前
後において参加者に記入してもらい、環境施策の認知及び環境意識の変化につ
いて把握できるものとした。 
 
3. 環境セミナーにおけるアンケート結果にみる区民の意識 
本セミナーの参加者は 17 名であった（会長と筆者を含めて 19 人）。これら
の参加者に対して、セミナー前後にアンケートを行い、12 名からの回答を得た
（回収率 70.6%）。 
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図 1 アンケート回答者の年齢層と性別 
 
3.1 アンケート回答者の状況 
回答者の年齢及び性別の内訳を図 1 に示した。回答者の年齢層では、50・60
歳代が 41.7%（5 人）で最も多く、20 歳代・20 歳以下が 8.3%（1 人）で最も
少なかった。回答者の性別では、女性が 66.7%（8 名）であり、男性は 25.0%
（3 名）の全てが 50・60 歳代であった。この結果では、環境に関心をもつ女
性が多く、その年齢は幅広い傾向がみられた。 
 
 
図 2 環境基本計画及び環境配慮行動指針の認識状況 
 
0 1 2 3 4 5 6
④70歳以上
③50歳代･60歳代
②30歳代･40歳代
①20歳代･20歳未満
女性 男性 未回答 （人）
0 1 2 3 4 5 6
④知らない
③聞いたことがある
②見たことがある
①読んだことがある
問1 環境基本計画・環境配慮行動指針を知っていますか。
（人）
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3.2 環境施策に関する意識状況 
問 1 として、杉並区環境基本計画及び環境配慮行動指針に関する認識を確認
した（図 2）。「①読んだことがある」を選んだ回答者が 41.7%（5 人）と最も
多く、「①読んだことがある」、「②見たことがある」及び「③聞いたことがある」
を選んだ回答者を合計すると、83.3%（10 人）であった。さらに、問 1 の①、
②及び③の回答者に対して、問 2 として（図 3）、どのように知ったかを質問し
たところ（複数回答可）、問 1 で①を選んだ全ての回答者は、「①冊子を持って
いる」と答えていた。本セミナーの目的の一つは杉並区環境基本計画の周知で
あるが、本セミナーの参加者の多くが、杉並区の環境行政に関心をもち、既に
行政計画を知っていたことが分かった。 
問 2 では、「③広報すぎなみ等紙媒体で知った」の回答者は、41.7%（5 人）
であり、その年齢は 50・60 歳代及び 70 歳代以上であった。この年齢層は、電
子媒体よりもむしろ紙媒体を情報源にしている傾向がみられた。 
また、問 1 で「④知らない」を選んだ回答者（2 人）に対して、問 3 として、
広報の望ましい方法を質問した（図 4）。この 2 名が共通して選んだものは、「②
環境基本計画や環境配慮行動指針についてのセミナ （ー講演会等）を開催する」
であった。2 名だけの意見ではあるが、地域の環境行政を知る上では、広報誌
やインターネットによる情報発信よりも、会場を設けた形式による周知が望ま
しいと思う傾向がみられた。 
 
 
図 3 環境基本計画及び環境配慮行動指針に関する情報源 
0 1 2 3 4 5 6
⑤その他
④杉並区環境清掃審議会で知った
③広報すぎなみ等紙媒体で知った
②区のホームページ等の電子媒体で知った
①冊子を持っている
問2 問1で①・②・③と答えた方にお聞きします。
どこで環境基本計画・環境配慮行動指針を知りましたか(複数回答可)。
（人）
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図 4 環境基本計画及び環境配慮行動指針の普及に関する意見 
 
3.3 セミナー前後における環境意識の変化 
次に、省エネルギー行動、ごみの分別、及び、みどりへの配慮の 3 分野に対
する行動・意識について、それぞれ、セミナー前に問 4、問 5 及び問 6 として、
セミナー後に問 7、問 8 及び問 9 として質問した（表 1）。 
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表 1 問 4〜9 の回答状況 （問 4〜6 はセミナー前に回答、問 7〜9 はセミナー
後に回答。問 4 及び 7 は省エネルギー活動、問 5 及び 8 はごみの分別、
問 6 及び 9 はみどりへの配慮に関する問い。） 
 
 
回答者の 66.7%（8 人）は、前後において 3 つの全ての分野で最も積極的な
行動①を選んでおり、セミナーの前後で意識の変化がみられなかった（図 5 の
回答者 1、2、7〜12）。これらの回答者は、元々、環境に対して高い意識をもっ
て生活していることを示している。また、1 名の回答者も（図 5 の回答者 6）、
3 つ全ての分野で①を選んではいないが、セミナーの前後に意識の変化はみら
れなかった。従って、回答に変化がなかった者は 75.0%（9 人）であった。 
回答者番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
①行っている 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
②気がついた時に行っている 〇 〇 〇
③行っている時もある
④行っていない
⑤省エネルギーに興味がない
①毎回分別を徹底して行っている 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
②ほぼ分別が徹底できている 〇 〇 〇 〇
③あまり分別が徹底されていない
④分別したことがない
⑤分別方法がわからない
①みどりを大切にしていると思う 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
②意識したことはないのでわからない
③あまりみどりに関心がない
④みどりを大切にしていない
⑤大切にする方法がわからない
①行っていきたい 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
②できるだけ行いたい 〇
③行うよう意識していきたい 〇 〇
④行うつもりはない
⑤省エネルギーに興味がない
①分別を徹底したい 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
②できるだけ分別を徹底したい 〇 〇 〇
③分別の徹底を心掛けたい
④分別を徹底するつもりはない
⑤分別方法がわからない
①みどりを大切にしていきたい 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
②みどりを大切にすることを意識していきたい
③みどりに関心がない
④みどりを大切にしていくつもりはない
⑤大切にする方法がわからない
問5　ごみの分別を徹底していますか。
問6　草木などのみどりを大切にしていますか。
問7　今後、省エネルギーに関する行動をしていきますか。
問8　今後、ごみの分別を徹底してきますか。
問9　今後、みどりを大切にしていきますか。
問4　省エネルギーに関する行動をしていますか。
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図 5 ゼミナー前後の意識変化（問 4〜9 及び回答①〜⑤は表 1 を参照） 
 
一方で、25.0%（3 人）の回答者は、セミナー前後でわずかに回答に変化が
みられた（図 5 の回答者 3、4 及び 5）。そのうちの 2 名は、省エネルギー行動
について、問 4 では「②気がついた時に行っている」を選んだが、問 7 では「③
行うよう意識していきたい」を選んでいた。また、1 名は、ごみの分別につい
て、問 5 では「②ほぼ分別が徹底できている」を選んでいたが、問 8 では「①
分別を徹底したい」を選んでいた。アンケートの選択肢の文言による影響も考
えられるが、セミナーでの議論から積極的または消極的に意識が変化したこと
も考えられる。ここで、興味深いことは、問 1 において環境基本計画を知って
いた（①、②及び③を回答した）10 人のうち 9 人は上記のセミナー前後の回答
に変化がないが、これに対して、問 1 において環境基本計画を「④知らない」
と回答した 2 名が（回答者 4 及び 5）、上記のセミナー前後で回答に変化が起き
ている点である。地域の環境行政を予め知らない区民においては、このような
セミナーの前後に意識が変化する可能性が高いと考えられる（ただし、言うま
でもなく、消極的な変化は望ましいことではない）。 
セミナー前 セミナー後
回答者3、4
省エネルギー行動 ごみの分別 みどりへの配慮
⑤
④
③
②
①
⑤
④
③
②
①
回答番号 回答番号
意識
高
低
セミナー前 セミナー後
回答者5
省エネルギー行動 ごみの分別 みどりへの配慮
⑤
④
③
②
①
⑤
④
③
②
①
回答番号 回答番号
意識
高
低
セミナー前 セミナー後
回答者6
省エネルギー行動 ごみの分別 みどりへの配慮
⑤
④
③
②
①
⑤
④
③
②
①
回答番号 回答番号
意識
高
低
セミナー前 セミナー後
回答者1、2、7〜12
省エネルギー行動 ごみの分別 みどりへの配慮
⑤
④
③
②
①
⑤
④
③
②
①
回答番号 回答番号
意識
高
低
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4. まとめ 
平成 27 年 11 月に開催された環境セミナーのアンケート結果から、参加した
区民の意識を考察した。本セミナーのアンケート回答者の多くは、地域の環境
行政に関して意識が非常に高く、環境配慮行動も積極的に行っていた。環境に
関するイベントのあり方としては、既に行政施策をある程度把握し自ら地域の
中で活動を行っている区民（環境ベテラン区民）、環境に関心をもち始めた、あ
るいは、もち得る区民（環境ビギナー区民）など、対象者を分けて開催した方
が、効果的であると考えられた。環境に関する地域課題を踏まえた区民には、
地域でのより率先した行動を議論し、そうした行動を起こせるような情報を提
供していくことで、地域の環境改善・保全を支援していけると考えられた。ま
た、環境に関してこれから知ろうと思う区民は、持っている情報が少ないため、
小学校などの環境学習と同様に、環境に関するイベントをきっかけに意識が大
きく変わっていく可能性があると考えられた。 
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